







駆使してデータを集める研究は “laboratory work” と呼ぶことができよう。また、図書館
や資料室での作業（library work）は屋内か野外にかかわらず全ての研究の基盤となるも
































































































えばフィールドワーク中にどのような “海外経験 ” ができるかについては、こうした国
際フィールドワークの特徴をよく頭に入れて、あまり期待し過ぎないことが望ましい。
５．国際フィールドワーク（ドイツ）の概要
国際フィールドワーク（ドイツ）では、この授業を何よりもまず卒業研究などでフィー
ルドワークを行なうための訓練と位置づけている。そして、現地調査を楽しく学ぶこと、
ならびに世間に見せても恥ずかしくない形で報告書を作成することに重点を置いてい
る。
報告書の内容は、各受講者のレポート、日々の行動の記録、聞き取り調査という 3つ
のパートから成っている。
１）受講者のレポート
　受講者は各自テーマを見つけなければならない。学生の関心は多岐にわたり、た
とえばこれまでアイスクリーム、ミュージアムショップ、衣服の寄付箱、博物館の
展示、商店で見られる労働のあり方、ドラッグストア、見本市、バウハウス建築、
化粧品など多種多様なテーマが扱われてきた。テーマを選ぶこと自体も学習の一部
なので、学生がテーマ選びに苦労している場合は教員が指導をすることになる。
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　テーマ選びに関して学生に強調するのは、できるだけ具体的なもの、とくにモノ
を選ぶことだ。フィールドワークは慣れ仕事としての性格が強く、習得は一筋縄で
はいかない。全くの初心者に2週間一回きり、しかも母語がほとんど通じない環境
下でフィールドワークを有意義に経験してもらうには、調査対象が具体的であるこ
とが望ましい。
　また、学生にはできるかぎりオリジナルなデータを集めることも要請している。
ここでいうオリジナリティとは、「まだ誰も語っていないこと」を指す。価値のあ
る情報を適切な形で世間一般に提供するという一連の実践、それを学生に教えるこ
とがいかに重要であるかは日々痛感しているが、まず第一に「価値がある」とはど
んなことなのかから分からなければならない。そのためには「まだ誰も言っていな
い事実」を見つけさせることが最適である。国際フィールドワーク（ドイツ）で
は、ウェブに焦点を当て、その中で「いまだ語られていない事実」を見出すよう、
学生を指導している。ドイツ滞在中でもその都度ウェブを参照するように学生を促
している。
２）日々の行動記録
　この目的は、フィールドワークの日記のようなものとして自分たちがいつどこで
何を行ったのか記録させることの他に、記録すること自体を体験させることにもあ
る。自分たちの行動を、個々人の主観を超えて他人にも分かるようなかたちで、時
間軸にそって網羅的に記録していくこと、それを体験させるのが大きな目的であ
る。
３）観光客への聞き取り調査
　受講者の中に現地人と普通にコミュニケートできるドイツ語力を持つ学生はまず
存在しない。また聞き取りに十分な英語力を持つ学生も多くはない。つまり語学力
からすれば聞き取り調査の実施は難しい。けれども、それでも学生に外国語を用い
た聞き取り調査を体験させたいという考えから、国際フィールドワーク（ドイツ）
では、英語の質問票を用いた聞き取り調査を行っている。
　あらかじめ英語で作った質問文のリストを元に、中心部や観光地で観光客相手に
聞き取りをさせる。観光客の多くは多かれ少なかれ英語を理解するので、学生が質
問リストを用いるかぎり聞き取りが成立しないということはない。また観光客と学
生それぞれの英語力次第で、聞き取りがアンケート的な構造的インタビューからあ
る程度のフリートークも交えた半構造的なインタビューにまで発展することもあ
る。
　この聞き取りは受講者に２、３人のチームを組ませて、現地滞在中ほぼ毎日行な
う。最初学生の多くは見知らぬ人に英語で話しかけることに躊躇するが、十数日間
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のうちにじょじょに慣れ、最終的には聞き取りを楽しむようになる。
６．国際フィールドワーク（ドイツ）の究極の目標
「国際フィールドワーク（ドイツ）の究極の目標は何か」と受講者や受講希望者に尋
ねるようにしている。いまだ正解した者はいない。多くは「ドイツについて理解を深め
ること」や「良いレポートを書くこと」という、ある意味模範的な答えを出す。中には
「ドイツに行くことで日本の良さを再認識すること」という回答もあり、国際教養に関
する学部のスタッフとしてフクザツな思いをしたこともあった。
国際フィールドワーク（ドイツ）の究極の目標は、トラブルやアクシデント無しに帰
国することである。期間中健康で過ごし、怪我にも窃盗にも巻き込まれず、遺跡などに
自分の名前を書き込むこともなく、楽しく現地滞在を終えること、それが一番の目標で
ある。
学生の多くはドイツが初めてで、海外旅行自体が初体験の者も少なくない。異文化に
接する経験も浅く、「文化の違い」と言っても何が文化的な違いなのかさえ認識できな
い場合も多い。単に「日本よりも危険だから注意しろ」と言っても、何が危険なのかを
察知する力も乏しい。そのためには、時間厳守からはじまって、街歩きの際は離れすぎ
ないこと、ブランド品は身につけないことまで、こちらの指導に従ってもらう必要があ
る。
この点は学生に対して強調しなければならない。そして、従うことができないのであ
れば受講には適さないし、受講を認めることもできない。
文 明 21　No.35
42
